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(57)【要約】
【課題】製造コストを抑制しつつ収納スペースの大きさ 
を変更可能な収納ラックを提供する。
【解決手段】収納ラックは、収納物が載置される矩形状 
の基台部と、前記基台部の四隅部に立設される支柱３と 
、支柱３に連結部４で着脱可能に連結される横桟５とを 
備える。連結部４は、支柱３の側部３ｂに固定された支 
柱連結具７と、横桟５の連結用側部８の端部に固定され 
、支柱連結具７と嵌り合う横桟連結具９とを有する。横 
桟５の連結用側部８が前記基台部に対して外側となる向 
きで、横桟連結具９を支柱連結具７に嵌め合わせて、横 
桟５を支柱３に連結する第１連結状態と、横桟５の連結 
用側部８が前記基台部に対して内側となる向きで、横桟 
連結具９を支柱連結具７に嵌め合わせて、横桟５を支柱 
３に連結する第２連結状態とを、前記基台部に載置され 
る収納物に応じて選択可能である。
【選択図】図８

審査請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　（全14頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 収 納 物 が 載 置 さ れ る 矩 形 状 の 基 台 部 と 、 前 記 基 台 部 の 少 な く と も 四 隅 部 に 立 設 さ れ る 支  
柱 と 、 前 記 支 柱 に 連 結 部 で 着 脱 可 能 に 連 結 さ れ 、 前 記 基 台 部 の 辺 部 に 沿 っ て 延 び る 横 桟 と  
を 備 え た 収 納 ラ ッ ク で あ っ て 、
　 前 記 横 桟 は 、 前 記 基 台 部 の 辺 部 に 沿 っ て 隣 接 す る 前 記 支 柱 間 の 間 隔 部 に 収 ま る 長 さ を 有  
し 、
　 前 記 連 結 部 は 、 前 記 支 柱 の 側 部 に 固 定 さ れ た 第 １ 連 結 具 と 、 前 記 横 桟 の 一 側 部 の 端 部 に  
固 定 さ れ 、 前 記 第 １ 連 結 具 と 嵌 り 合 う 第 ２ 連 結 具 と を 有 し 、
　 前 記 横 桟 の 一 側 部 が 前 記 基 台 部 に 対 し て 外 側 と な る 向 き で 、 前 記 第 ２ 連 結 具 を 前 記 第 １  
連 結 具 に 嵌 め 合 わ せ て 、 前 記 横 桟 を 前 記 支 柱 に 連 結 す る 第 １ 連 結 状 態 と 、 前 記 横 桟 の 一 側  
部 が 前 記 基 台 部 に 対 し て 内 側 と な る 向 き で 、 前 記 第 ２ 連 結 具 を 前 記 第 １ 連 結 具 に 嵌 め 合 わ  
せ て 、 前 記 横 桟 を 前 記 支 柱 に 連 結 す る 第 ２ 連 結 状 態 と を 、 前 記 基 台 部 に 載 置 さ れ る 収 納 物  
に 応 じ て 選 択 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 収 納 ラ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 支 柱 の 下 端 部 を 着 脱 可 能 に 受 け 入 れ る 支 柱 受 け が 前 記 基 台 部 に 設 け ら れ て い る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 収 納 ラ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 支 柱 受 け の 側 部 に 、 前 記 第 ２ 連 結 具 と 嵌 り 合 う 第 ３ 連 結 具 が 固 定 さ れ て お り 、 前 記  
収 納 ラ ッ ク の 非 使 用 時 は 、 前 記 横 桟 を 前 記 支 柱 か ら 取 り 外 し 、 前 記 支 柱 を 前 記 支 柱 受 け か  
ら 取 り 外 す と 共 に 、 前 記 第 ２ 連 結 具 を 前 記 第 ３ 連 結 具 に 嵌 め 合 わ せ て 、 前 記 横 桟 を 前 記 支  
柱 受 け に 連 結 し 、 前 記 基 台 部 に 前 記 支 柱 を 載 置 し た 状 態 で 保 管 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求  
項 ２ に 記 載 の 収 納 ラ ッ ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 収 納 物 を 収 納 し て 保 管 や 運 搬 等 を 行 う 収 納 ラ ッ ク に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 収 納 物 を 収 納 し て 保 管 や 運 搬 等 を 行 う 収 納 ラ ッ ク に は 、 収 納 物 に 応 じ て 収 納 ス ペ ー ス の  
大 き さ を 変 更 可 能 な も の が 存 在 す る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 登 録 実 用 新 案 第 ３ １ ７ ５ ３ ５ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 収 納 ス ペ ー ス の 大 き さ を 変 更 可 能 な 収 納 ラ ッ ク で は 、 収 納 ス ペ ー  
ス の 大 き さ を 変 更 す る た め の 機 構 が 複 雑 で あ る こ と に 起 因 し て 、 製 造 コ ス ト が 高 く な る と  
い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み 、 製 造 コ ス ト を 抑 制 し つ つ 収 納 ス ペ ー ス の 大 き さ を 変 更 可 能  
な 収 納 ラ ッ ク を 提 供 す る こ と を 技 術 的 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 創 案 さ れ た 本 発 明 に 係 る 収 納 ラ ッ ク は 、 収 納 物 が 載 置 さ れ る  
矩 形 状 の 基 台 部 と 、 前 記 基 台 部 の 少 な く と も 四 隅 部 に 立 設 さ れ る 支 柱 と 、 前 記 支 柱 に 連 結  
部 で 着 脱 可 能 に 連 結 さ れ 、 前 記 基 台 部 の 辺 部 に 沿 っ て 延 び る 横 桟 と を 備 え た 収 納 ラ ッ ク で  
あ っ て 、 前 記 横 桟 は 、 前 記 基 台 部 の 辺 部 に 沿 っ て 隣 接 す る 前 記 支 柱 間 の 間 隔 部 に 収 ま る 長  
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さ を 有 し 、 前 記 連 結 部 は 、 前 記 支 柱 の 側 部 に 固 定 さ れ た 第 １ 連 結 具 と 、 前 記 横 桟 の 一 側 部  
の 端 部 に 固 定 さ れ 、 前 記 第 １ 連 結 具 と 嵌 り 合 う 第 ２ 連 結 具 と を 有 し 、 前 記 横 桟 の 一 側 部 が  
前 記 基 台 部 に 対 し て 外 側 と な る 向 き で 、 前 記 第 ２ 連 結 具 を 前 記 第 １ 連 結 具 に 嵌 め 合 わ せ て  
、 前 記 横 桟 を 前 記 支 柱 に 連 結 す る 第 １ 連 結 状 態 と 、 前 記 横 桟 の 一 側 部 が 前 記 基 台 部 に 対 し  
て 内 側 と な る 向 き で 、 前 記 第 ２ 連 結 具 を 前 記 第 １ 連 結 具 に 嵌 め 合 わ せ て 、 前 記 横 桟 を 前 記  
支 柱 に 連 結 す る 第 ２ 連 結 状 態 と を 、 前 記 基 台 部 に 載 置 さ れ る 収 納 物 に 応 じ て 選 択 可 能 で あ  
る こ と を 特 徴 と す る 。 こ こ で 、 矩 形 に は 、 正 方 形 が 含 ま れ る も の と す る （ 以 下 、 同 様 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 基 台 部 に 対 し て 内 側 と な る 向 き の 横 桟 の 側 部 に つ い て の 基 台 部 内 外  
方 向 の 位 置 が 、 第 １ 連 結 状 態 と 第 ２ 連 結 状 態 と で 異 な る 。 そ し て 、 各 横 桟 に お け る 基 台 部  
に 対 し て 内 側 と な る 向 き の 横 桟 の 側 部 に つ い て の 基 台 部 内 外 方 向 の 位 置 に よ っ て 、 収 納 ス  
ペ ー ス の 水 平 方 向 の 大 き さ が 規 定 さ れ る 。 従 っ て 、 こ の 収 納 ラ ッ ク で は 、 各 横 桟 が 第 １ 連  
結 状 態 か 第 ２ 連 結 状 態 か に よ っ て 収 納 ス ペ ー ス の 水 平 方 向 の 大 き さ が 異 な る 。 そ の た め 、  
収 納 物 に 応 じ て 各 横 桟 に つ い て 第 １ 連 結 状 態 と 第 ２ 連 結 状 態 の 何 れ か を 選 択 す る こ と に よ  
り 、 収 納 ス ペ ー ス の 水 平 方 向 の 大 き さ を 変 更 可 能 で あ る 。 一 方 、 収 納 ス ペ ー ス の 大 き さ を  
変 更 す る た め の 構 成 で あ る 連 結 部 は 、 支 柱 に 固 定 さ れ た 第 １ 連 結 具 と 、 横 桟 に 固 定 さ れ 、  
第 １ 連 結 具 と 嵌 り 合 う 第 ２ 連 結 具 と を 有 す る も の で あ り 、 こ れ は 簡 素 な 構 造 で あ る の で 、  
連 結 部 の 製 造 コ ス ト を 抑 制 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 収 納 ラ ッ ク 全 体 の 製 造 コ ス ト を 抑 制  
可 能 で あ る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 収 納 ラ ッ ク に よ れ ば 、 製 造 コ ス ト を 抑 制 し つ つ 収  
納 ス ペ ー ス の 大 き さ を 変 更 可 能 な 収 納 ラ ッ ク を 提 供 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 構 成 に お い て 、 前 記 支 柱 の 下 端 部 を 着 脱 可 能 に 受 け 入 れ る 支 柱 受 け が 前 記 基 台 部  
に 設 け ら れ て い て も よ く 、 更 に 、 前 記 支 柱 受 け の 側 部 に 、 前 記 第 ２ 連 結 具 と 嵌 り 合 う 第 ３  
連 結 具 が 固 定 さ れ て お り 、 前 記 収 納 ラ ッ ク の 非 使 用 時 は 、 前 記 横 桟 を 前 記 支 柱 か ら 取 り 外  
し 、 前 記 支 柱 を 前 記 支 柱 受 け か ら 取 り 外 す と 共 に 、 前 記 第 ２ 連 結 具 を 前 記 第 ３ 連 結 具 に 嵌  
め 合 わ せ て 、 前 記 横 桟 を 前 記 支 柱 受 け に 連 結 し 、 前 記 基 台 部 に 前 記 支 柱 を 載 置 し た 状 態 で  
保 管 で き る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 構 成 で あ れ ば 、 収 納 ラ ッ ク の 非 使 用 時 に 、 無 駄 に ス ペ ー ス を と る こ と な く 横 桟 と 支  
柱 を 保 管 で き る 。 ま た 、 支 柱 受 け に 連 結 さ れ た 横 桟 に よ り 、 基 台 部 に 載 置 さ れ た 支 柱 が 基  
台 部 か ら 脱 落 す る こ と を 防 止 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 製 造 コ ス ト を 抑 制 し つ つ 収 納 ス ペ ー ス の 大 き さ を 変 更 可 能 な 収 納 ラ ッ  
ク を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 収 納 ラ ッ ク （ 第 １ 連 結 状 態 ） の 収 納 物 を 収 納 し た 状 態 を  
示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 収 納 ラ ッ ク （ 第 １ 連 結 状 態 ） を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 収 納 ラ ッ ク （ 第 １ 連 結 状 態 ） を 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 収 納 ラ ッ ク （ 第 １ 連 結 状 態 ） を 示 す 概 略 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 収 納 ラ ッ ク （ 第 １ 連 結 状 態 ） を 示 す 概 略 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ Ａ ） は 図 ４ の Ｂ 部 の 拡 大 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の 支 柱 受 け 周 辺 の 断 面 図 で  
あ る 。
【 図 ７ 】 図 ２ の Ａ 部 に 対 応 す る 拡 大 図 で あ り 、 第 １ 連 結 状 態 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ２ の Ａ 部 に 対 応 す る 拡 大 図 で あ り 、 第 ２ 連 結 状 態 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 収 納 ラ ッ ク （ 第 ２ 連 結 状 態 ） を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 収 納 ラ ッ ク （ 第 ２ 連 結 状 態 ） を 示 す 概 略 平 面 図 で あ る  
。
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【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 収 納 ラ ッ ク （ 第 １ 連 結 状 態 ） を 多 段 積 み し た 状 態 を 示  
す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 収 納 ラ ッ ク （ 第 １ 連 結 状 態 ） を 多 段 積 み し た 状 態 を 示  
す 概 略 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 （ Ａ ） は 図 １ ２ の Ｃ 部 の 拡 大 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の 支 柱 受 け 周 辺 の 断 面  
図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 収 納 ラ ッ ク （ 保 管 時 ） を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 収 納 ラ ッ ク （ 保 管 時 ） を 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 収 納 ラ ッ ク （ 保 管 時 ） を 示 す 概 略 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 収 納 ラ ッ ク （ 保 管 時 ） を 示 す 概 略 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 （ Ａ ） は 図 １ ４ の Ｄ 部 の 拡 大 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の 部 分 を 上 か ら 見 た 図  
で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 収 納 ラ ッ ク （ 保 管 時 ） を 多 段 積 み し た 状 態 を 示 す 概 略  
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 収 納 ラ ッ ク （ 保 管 時 ） を 多 段 積 み し た 状 態 を 示 す 概 略  
正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 （ Ａ ） は 図 ２ ０ の Ｅ 部 の 拡 大 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の 支 柱 受 け 同 士 の 嵌 合  
部 の 周 辺 の 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ６ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 収 納 ラ ッ ク １ を 示 す 概 略 図 で あ る 。 図 １ に 示 す  
よ う に 、 収 納 ラ ッ ク １ は 、 収 納 物 Ｌ を 収 納 し て 保 管 や 運 搬 等 を 行 う た め の も の で あ る 。 収  
納 物 Ｌ は 、 図 示 例 で は 、 例 え ば 、 反 物 、 樹 脂 フ ィ ル ム 等 を ロ ー ル 状 に 巻 い て 形 成 し た ロ ー  
ル 体 で あ る が 、 勿 論 、 本 発 明 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で な く 、 例 え ば 、 薬 品 、 飲 料 等 を  
収 容 し た 容 器 等 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 図 示 例 で は 、 収 納 物 Ｌ で あ る ロ ー ル 体 の 軸 方 向 が  
上 下 方 向 と な る 状 態 で 収 納 物 Ｌ が 収 納 ラ ッ ク １ に 収 納 さ れ て い る が 、 収 納 物 Ｌ で あ る ロ ー  
ル 体 の 軸 方 向 が 横 方 向 と な る 状 態 で 収 納 物 Ｌ が 収 納 ラ ッ ク １ に 収 納 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 収 納 ラ ッ ク １ は 、 収 納 物 Ｌ が 載 置 さ れ る 平 面 視 で 矩 形 状 の 基 台 部 ２ と 、 基 台 部 ２ の 少 な  
く と も 四 隅 部 に 立 設 さ れ る 支 柱 ３ と 、 支 柱 ３ に 連 結 部 ４ で 着 脱 可 能 に 連 結 さ れ 、 基 台 部 ２  
の 辺 部 （ 平 面 視 で 矩 形 状 の 基 台 部 ２ の 辺 と な る 部 位 ） に 沿 っ て 延 び る 横 桟 ５ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 基 台 部 ２ は 、 平 面 視 で 矩 形 状 の 床 部 ２ ａ を 有 す る 。 床 部 ２ ａ は 、 そ の 上 面 が 平 坦 で 、 収  
納 物 Ｌ が 載 置 さ れ る 。 床 部 ２ ａ の 少 な く と も 四 隅 部 に 、 支 柱 ３ の 下 端 部 ３ ａ を 着 脱 可 能 に  
受 け 入 れ る 支 柱 受 け ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ６ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 支 柱 受 け ６ は 、 全 体 が 上 下 方 向 に 延 び 、 角 筒 状 の 基 部 ６ ａ と  
、 角 筒 状 の 本 体 部 ６ ｂ と 、 上 方 に 向 か っ て 漸 次 縮 小 し 、 基 部 ６ ａ の 上 端 と 本 体 部 ６ ｂ の 下  
端 と を 接 続 す る 角 筒 状 の 接 続 部 ６ ｃ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ６ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 支 柱 受 け ６ の 内 部 に は 、 本 体 部 ６ ｂ 側 と 接 続 部 ６ ｃ 側 と を 仕  
切 る 仕 切 板 部 ６ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 仕 切 板 部 ６ ｄ に は 、 仕 切 板 部 ６ ｄ を 上 下 方 向 に 貫 通  
す る 貫 通 孔 ６ ｅ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ６ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 支 柱 ３ を 支 柱 受 け ６ に 取 り 付 け た 状 態 で は 、 支 柱 ３ の 下 端 部  
３ ａ が 支 柱 受 け ６ の 本 体 部 ６ ｂ に 挿 入 さ れ 、 支 柱 ３ の 下 端 面 が 仕 切 板 部 ６ ｄ の 上 面 に 当 接  
し た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 基 台 部 ２ の 辺 部 に 沿 っ て 隣 接 す る 支 柱 受 け ６ の 基 部 ６ ａ に は 、 基 台 部 ２ の 辺 部 に 沿 っ て  
延 び る 補 強 横 部 材 ２ ｂ が 接 続 さ れ て い る 。 床 部 ２ ａ と 補 強 横 部 材 ２ ｂ に は 、 上 下 方 向 に 延  
び る 複 数 の 補 強 縦 部 材 ２ ｃ が 接 続 さ れ て い る 。 床 部 ２ ａ と 補 強 横 部 材 ２ ｂ と の 間 の 空 隙 に  
は 、 フ ォ ー ク リ フ ト の フ ォ ー ク が 挿 入 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 支 柱 ３ は 、 上 下 方 向 に 延 び る 角 筒 状 で あ り 、 四 つ の 側 部 ３ ｂ を 有 す る 。 支 柱 ３ の 上 端 開  
口 部 に は 、 こ の 開 口 部 を 塞 ぐ た め に 上 部 が 四 角 錐 台 形 状 の 蓋 部 材 ３ ｃ が 取 り 付 け ら れ て い  
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 横 桟 ５ は 、 基 台 部 ２ の 辺 部 に 沿 っ て 隣 接 す る 支 柱 ３ の 間 の 空 間 （ 間 隔 部 ） に 収 ま る 長 さ  
を 有 す る 。 つ ま り 、 横 桟 ５ の 長 さ は 、 基 台 部 ２ の 辺 部 に 沿 っ て 隣 接 す る 支 柱 ３ の 間 の 距 離  
よ り 少 し 短 い 。 横 桟 ５ は 、 水 平 方 向 に 延 び る 角 筒 状 で あ り 、 四 つ の 側 部 ５ ａ を 有 す る 。 横  
桟 ５ は 、 基 台 部 ２ の 各 辺 部 の 上 方 に お い て 、 上 下 に ２ 本 配 設 さ れ て い る 。 上 段 の 全 て の 横  
桟 ５ の 高 さ は 等 し く 、 下 段 の 全 て の 横 桟 ５ の 高 さ は 等 し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 連 結 部 ４ は 、 支 柱 ３ の 側 部 ３ ｂ に 固 定 さ れ た 支 柱 連 結 具 ７ （ 第 １ 連 結 具 ） と 、 横 桟 ５ の  
一 つ の 側 部 ５ ａ （ 以 下 、 連 結 用 側 部 ８ ） の 端 部 に 固 定 さ れ 、 支 柱 連 結 具 ７ と 嵌 り 合 う 横 桟  
連 結 具 ９ （ 第 ２ 連 結 具 ） と を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 支 柱 連 結 具 ７ は 、 水 平 断 面 が コ 字 状 の 板 状 部 材 で あ り 、 コ 字 の 開 口 端 に 対 応 す る 部 位 が  
支 柱 ３ の 側 部 ３ ｂ に 固 定 さ れ て い る 。 支 柱 連 結 具 ７ は 、 支 柱 ３ の 側 部 ３ ｂ に 固 定 さ れ た 状  
態 で 上 下 の 両 端 に 開 口 部 を 有 す る 。 支 柱 連 結 具 ７ は 、 支 柱 ３ に お い て 、 平 面 視 で 基 台 部 ２  
に 対 し て 外 側 の 向 き と な る 二 つ の 側 部 ３ ｂ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ７ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 横 桟 連 結 具 ９ は 、 Ｌ 字 状 の 平 板 状 部 材 で あ り 、 Ｌ 字 の 一 辺 に  
対 応 す る 部 位 （ 固 定 部 ９ ａ ） が 、 横 桟 ５ の 延 在 方 向 に 沿 っ た 状 態 で 横 桟 ５ の 連 結 用 側 部 ８  
に 固 定 さ れ 、 Ｌ 字 の 他 辺 に 対 応 す る 部 位 （ 挿 入 部 ９ ｂ ） が 支 柱 連 結 具 ７ と 嵌 り 合 う 。 横 桟  
連 結 具 ９ は 、 横 桟 ５ の 連 結 用 側 部 ８ に お け る 端 部 の 両 方 に 、 挿 入 部 ９ ｂ の 先 端 が 下 方 を 向  
く よ う に 固 定 部 ９ ａ が 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 支 柱 連 結 具 ７ と 支 柱 ３ の 側 部 ３ ｂ と 間 に 形  
成 さ れ る 隙 間 は 、 横 桟 連 結 具 ９ の 挿 入 部 ９ ｂ を 一 枚 挿 入 可 能 な 大 き さ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 図 ６ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 支 柱 受 け ６ の 本 体 部 ６ ｂ の 側 部 ６ ｆ に は 、 横 桟 連 結 具  
９ と 嵌 り 合 う こ と が 可 能 な 支 柱 受 け 連 結 具 １ ０ （ 第 ３ 連 結 具 ） が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 支 柱 受 け 連 結 具 １ ０ は 、 水 平 断 面 が コ 字 状 の 板 状 部 材 で あ り 、 コ 字 の 開 口 端 に 対 応 す る  
部 位 が 支 柱 受 け ６ の 側 部 ６ ｆ に 固 定 さ れ て い る 。 支 柱 受 け 連 結 具 １ ０ は 、 支 柱 受 け ６ の 側  
部 ６ ｆ に 固 定 さ れ た 状 態 で 上 下 の 両 端 に 開 口 部 を 有 す る 。 支 柱 受 け 連 結 具 １ ０ は 、 支 柱 受  
け ６ の 本 体 部 ６ ｂ に お い て 、 平 面 視 で 基 台 部 ２ に 対 し て 外 側 の 向 き と な る 二 つ の 側 部 ６ ｆ  
に 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 支 柱 受 け 連 結 具 １ ０ と 支 柱 受 け ６ の 側 部 ６ ｆ と の 間 に 形 成 さ れ  
る 隙 間 は 、 横 桟 連 結 具 ９ の 挿 入 部 ９ ｂ を ２ 枚 重 ね て 挿 入 可 能 な 大 き さ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 収 納 ラ ッ ク １ は 、 横 桟 ５ の 連 結 用 側 部 ８ が 平 面 視 で 基 台 部 ２ に 対 し て 外 側 と な る 向 き で  
、 横 桟 連 結 具 ９ を 支 柱 連 結 具 ７ に 嵌 め 合 わ せ て 、 横 桟 ５ を 支 柱 ３ に 連 結 す る 第 １ 連 結 状 態  
と 、 横 桟 ５ の 連 結 用 側 部 ８ が 平 面 視 で 基 台 部 ２ に 対 し て 内 側 と な る 向 き で 、 横 桟 連 結 具 ９  
を 支 柱 連 結 具 ７ に 嵌 め 合 わ せ て 、 横 桟 ５ を 支 柱 ３ に 連 結 す る 第 ２ 連 結 状 態 と を 、 基 台 部 ２  
に 載 置 さ れ る 収 納 物 Ｌ （ の 収 納 物 Ｌ 自 体 の 大 き さ 、 形 状 、 数 、 配 置 等 ） に 応 じ て 選 択 可 能  
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 詳 述 す る と 、 図 ７ （ Ａ ） に 矢 印 で 示 す よ う に 、 （ 図 で 右 側 の ） 横 桟 ５ の 連 結 用 側 部 ８ が  
、 平 面 視 で 基 台 部 ２ に 対 し て 外 側 の 向 き と な る よ う に 、 横 桟 連 結 具 ９ の 挿 入 部 ９ ｂ を 支 柱  
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連 結 具 ７ に 嵌 め 合 わ せ て 、 図 ７ （ Ｂ ） に 示 す （ 図 で 右 側 の ） 横 桟 ５ を 一 対 の 支 柱 ３ に 連 結  
し た 状 態 が 、 （ 図 で 右 側 の ） 横 桟 ５ に つ い て の 第 １ 連 結 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 図 ８ （ Ａ ） に 矢 印 で 示 す よ う に 、 （ 図 で 右 側 の ） 横 桟 ５ の 連 結 用 側 部 ８ が 、 平 面  
視 で 基 台 部 ２ に 対 し て 内 側 の 向 き と な る よ う に 、 横 桟 連 結 具 ９ の 挿 入 部 ９ ｂ を 支 柱 連 結 具  
７ に 嵌 め 合 わ せ て 、 図 ８ （ Ｂ ） に 示 す （ 図 で 右 側 の ） 横 桟 ５ を 一 対 の 支 柱 ３ に 連 結 し た 状  
態 が 、 （ 図 で 右 側 の ） 横 桟 ５ に つ い て の 第 ２ 連 結 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ ～ 図 ６ に 示 す 収 納 ラ ッ ク １ で は 、 全 て の 横 桟 ５ に つ い て 、 第 １ 連 結 状 態 と な っ て い  
る 。 こ れ に 対 し て 、 全 て の 横 桟 ５ に つ い て 、 第 ２ 連 結 状 態 と な っ て い る 収 納 ラ ッ ク １ を 図  
９ 、 図 １ ０ に 示 す 。 勿 論 、 本 発 明 は 、 こ れ ら に 限 定 さ れ ず 、 第 １ 連 結 状 態 の 横 桟 ５ と 第 ２  
連 結 状 態 の 横 桟 ５ が 混 在 し て も よ く 、 例 え ば 、 短 い 横 桟 ５ を 第 １ 連 結 状 態 と す る と 共 に 長  
い 横 桟 ５ を 第 ２ 連 結 状 態 と し て も よ い し 、 短 い 横 桟 ５ を 第 ２ 連 結 状 態 と す る と 共 に 長 い 横  
桟 ５ を 第 １ 連 結 状 態 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ 連 結 状 態 と 第 ２ 連 結 状 態 と で は 、 平 面 視 で 、 基 台 部 ２ に 対 し て 内 側 の 向 き と な る 横  
桟 ５ の 側 部 ５ ａ に つ い て の 基 台 部 ２ 内 外 方 向 の 位 置 が 異 な る 。 本 実 施 形 態 で は 、 平 面 視 で  
、 基 台 部 ２ に 対 し て 内 側 の 向 き と な る 横 桟 ５ の 側 部 ５ ａ に つ い て の 基 台 部 ２ 内 外 方 向 の 位  
置 は 、 第 １ 連 結 状 態 の 方 が 、 第 ２ 連 結 状 態 よ り も 基 台 部 ２ 内 外 方 向 で 内 側 で あ る 。 そ の た  
め 、 図 ３ と 図 １ ０ で は 、 対 向 す る 横 桟 ５ の 間 の 距 離 （ 短 い 横 桟 ５ の 間 の 距 離 ｄ １ 、 長 い 横  
桟 ５ の 間 の 距 離 ｄ ２ ） は 、 図 ３ の 方 が 短 い 。 つ ま り 、 図 ３ の 方 が 、 図 １ ０ よ り 収 納 ス ペ ー  
ス の 水 平 方 向 の 大 き さ が 小 さ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ １ 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 収 納 ラ ッ ク １ は 多 段 積 み す る こ と が で き る 。 図 １ ３ （ Ａ  
） に 示 す よ う に 、 収 納 ラ ッ ク １ を 多 段 積 み す る 際 に は 、 積 み 重 な っ た ２ つ の 収 納 ラ ッ ク １  
に つ い て 、 上 段 の 収 納 ラ ッ ク １ の 支 柱 受 け ６ は 、 下 段 の 収 納 ラ ッ ク １ の 支 柱 ３ の 上 端 部 を  
受 け る 受 け 部 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 詳 述 す る と 、 図 １ ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 収 納 ラ ッ ク １ を 多 段 積 み す る 際 に は 、 積 み 重  
な っ た ２ つ の 収 納 ラ ッ ク １ に つ い て 、 上 段 の 収 納 ラ ッ ク １ の 支 柱 受 け ６ の 基 部 ６ ａ 及 び 接  
続 部 ６ ｃ に 、 下 段 の 収 納 ラ ッ ク １ の 支 柱 ３ の 上 端 部 が 挿 入 さ れ 、 上 段 の 収 納 ラ ッ ク １ の 支  
柱 受 け ６ の 仕 切 板 部 ６ ｄ の 下 面 に 、 下 段 の 収 納 ラ ッ ク １ の 支 柱 ３ に 取 り 付 け ら れ た 蓋 部 材  
３ ｃ の 上 端 面 が 当 接 し た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ ４ ～ 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 収 納 ラ ッ ク １ の 非 使 用 時 は 、 横 桟 ５ を 支 柱 ３ か ら 取 り 外  
し 、 支 柱 ３ を 支 柱 受 け ６ か ら 取 り 外 す と 共 に 、 横 桟 連 結 具 ９ を 支 柱 受 け 連 結 具 １ ０ に 嵌 め  
合 わ せ て 、 横 桟 ５ を 支 柱 受 け ６ に 連 結 し 、 基 台 部 ２ に 支 柱 ３ を 載 置 し た 状 態 で 保 管 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 際 に 、 本 実 施 形 態 で は 、 基 台 部 ２ の 辺 部 に 沿 っ て 隣 接 す る 支 柱 受 け ６ に 、 （ 平 面 視  
で の 基 台 部 ２ 内 外 方 向 で 重 な っ た 状 態 の ） 一 対 の 横 桟 ５ が 連 結 さ れ る 。 こ れ ら 一 対 の 横 桟  
５ の 一 方 （ 平 面 視 で の 基 台 部 ２ 内 外 方 向 で 内 側 の 方 ） は 、 連 結 用 側 部 ８ が 平 面 視 で 基 台 部  
２ に 対 し て 外 側 と な る 向 き で 、 支 柱 受 け ６ に 連 結 さ れ る 。 そ し て 、 こ れ ら 一 対 の 横 桟 ５ の  
他 方 （ 平 面 視 で の 基 台 部 ２ 内 外 方 向 で 外 側 の 方 ） は 、 横 桟 ５ の 連 結 用 側 部 ８ が 平 面 視 で 基  
台 部 ２ に 対 し て 内 側 と な る 向 き で 、 支 柱 受 け ６ に 連 結 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 収 納 ラ ッ ク １  
の 非 使 用 時 に 、 全 て の 横 桟 ５ が 支 柱 受 け ６ に 連 結 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 支 柱 ３ は 、 基 台 部 ２ の 長 い 辺 部 の 方 向 に 沿 っ て 、 並 列 に 基 台 部 ２ に 載 置 さ れ る 。 支 柱 ３  
の 長 さ は 、 図 １ ５ の 短 い 横 桟 ５ の 間 の 距 離 ｄ １ よ り 短 く 、 図 １ ５ の 長 い 横 桟 ５ の 間 の 距 離  
ｄ ２ よ り 長 い 。 な お 、 図 １ ５ で は 、 横 桟 ５ の 横 桟 連 結 具 ９ が 、 支 柱 受 け 連 結 具 １ ０ と 嵌 り  
合 い 、 図 ３ で は 、 横 桟 ５ の 横 桟 連 結 具 ９ が 、 支 柱 連 結 具 ７ と 嵌 り 合 う た め 、 図 １ ５ の 距 離  
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ｄ １ 、 距 離 ｄ ２ は 、 そ れ ぞ れ 、 図 ３ の 距 離 ｄ １ 、 距 離 ｄ ２ よ り も 若 干 長 く な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 図 １ ９ 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 こ の 保 管 状 態 の 収 納 ラ ッ ク １ （ 基 台 部 ２ ） は 多 段  
積 み す る こ と が で き る 。 図 ２ １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 保 管 状 態 の 収 納 ラ ッ ク １ を 多 段 積 み  
す る 際 に は 、 積 み 重 な っ た ２ つ の 収 納 ラ ッ ク １ に つ い て 、 上 段 の 収 納 ラ ッ ク １ の 支 柱 受 け  
６ は 、 下 段 の 収 納 ラ ッ ク １ の 支 柱 受 け ６ の 上 端 部 を 受 け る 受 け 部 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 詳 述 す る と 、 図 ２ １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 保 管 状 態 の 収 納 ラ ッ ク １ を 多 段 積 み す る 際 に  
は 、 積 み 重 な っ た ２ つ の 収 納 ラ ッ ク １ に つ い て 、 上 段 の 収 納 ラ ッ ク １ の 支 柱 受 け ６ の 基 部  
６ ａ 及 び 接 続 部 ６ ｃ に 、 下 段 の 収 納 ラ ッ ク １ の 支 柱 受 け ６ の 本 体 部 ６ ｂ の 上 端 部 が 挿 入 さ  
れ 、 上 段 の 収 納 ラ ッ ク １ の 支 柱 受 け ６ の 仕 切 板 部 ６ ｄ の 下 面 に 、 下 段 の 収 納 ラ ッ ク １ の 支  
柱 受 け ６ の 本 体 部 ６ ｂ の 上 端 面 が 当 接 し た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 収 納 ラ ッ ク １ で は 、 平 面 視 で 基 台 部 ２ に 対 し て 内 側 と な る 向 き  
の 横 桟 ５ の 側 部 ５ ａ に つ い て の 基 台 部 ２ 内 外 方 向 の 位 置 が 、 第 １ 連 結 状 態 と 第 ２ 連 結 状 態  
と で 異 な る 。 そ し て 、 各 横 桟 ５ に お け る 平 面 視 で 基 台 部 ２ に 対 し て 内 側 と な る 向 き の 横 桟  
５ の 側 部 ５ ａ に つ い て の 基 台 部 ２ 内 外 方 向 の 位 置 に よ っ て 、 収 納 ス ペ ー ス の 水 平 方 向 の 大  
き さ が 規 定 さ れ る 。 従 っ て 、 こ の 収 納 ラ ッ ク １ で は 、 各 横 桟 ５ が 第 １ 連 結 状 態 か 第 ２ 連 結  
状 態 か に よ っ て 収 納 ス ペ ー ス の 水 平 方 向 の 大 き さ が 異 な る 。 そ の た め 、 収 納 物 Ｌ に 応 じ て  
各 横 桟 ５ に つ い て 第 １ 連 結 状 態 と 第 ２ 連 結 状 態 の 何 れ か を 選 択 す る こ と に よ り 、 収 納 ス ペ  
ー ス の 水 平 方 向 の 大 き さ を 変 更 可 能 で あ る 。 一 方 、 収 納 ス ペ ー ス の 大 き さ を 変 更 す る た め  
の 構 成 で あ る 連 結 部 ４ は 、 支 柱 ３ に 固 定 さ れ た 支 柱 連 結 具 ７ と 、 横 桟 ５ に 固 定 さ れ 、 支 柱  
連 結 具 ７ と 嵌 り 合 う 横 桟 連 結 具 ９ と を 有 す る も の で あ り 、 こ れ は 簡 素 な 構 造 で あ る の で 、  
連 結 部 ４ の 製 造 コ ス ト を 抑 制 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 収 納 ラ ッ ク １ 全 体 の 製 造 コ ス ト を  
抑 制 可 能 で あ る 。 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 収 納 ラ ッ ク １ に よ れ ば 、 製 造 コ ス ト を 抑  
制 し つ つ 収 納 ス ペ ー ス の 大 き さ を 変 更 可 能 な 収 納 ラ ッ ク を 提 供 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は 無 く 、 そ の 技 術 的 思 想 の 範 囲 内 で 、 様 々  
な 変 形 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 支 柱 連 結 具 ７ と 支 柱 受 け 連 結 具 １ ０ が  
水 平 断 面 コ 字 状 の 板 状 部 材 で あ り 、 横 桟 連 結 具 ９ が Ｌ 字 状 の 平 板 状 部 材 で あ っ た が 、 支 柱  
連 結 具 ７ と 支 柱 受 け 連 結 具 １ ０ が Ｌ 字 状 の 平 板 状 部 材 で あ り 、 横 桟 連 結 具 ９ が 水 平 断 面 コ  
字 状 の 板 状 部 材 で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 、 支 柱 連 結 具 ７ （ 支 柱 受 け 連 結 具 １ ０ ） と し て  
の Ｌ 字 状 の 平 板 状 部 材 は 、 横 桟 連 結 具 ９ と 嵌 り 合 う 挿 入 部 の 先 端 が 上 方 を 向 く よ う に 支 柱  
３ （ 支 柱 受 け ６ ） に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 支 柱 ３ は 基 台 部 ２ の 四 隅 部 に の み 立 設 さ れ て い た が 、 基 台 部  
２ の 辺 部 に 沿 っ て 隣 接 す る 支 柱 ３ の 間 に 支 柱 ３ が 更 に 立 設 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 支 柱 ３ や 横 桟 ５ は 、 角 筒 状 で あ っ た が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、  
中 実 の 角 柱 状 で あ っ て も よ い し 、 断 面 コ 字 状 や 断 面 Ｌ 字 状 の 棒 状 で あ っ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
１       収 納 ラ ッ ク
２       基 台 部
３       支 柱
３ ａ     下 端 部
３ ｂ     側 部
４       連 結 部
５       横 桟
５ ａ     側 部
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６       支 柱 受 け
６ ｆ     側 部
７       支 柱 連 結 具 （ 第 １ 連 結 具 ）
８       横 桟 の 連 結 用 側 部
９       横 桟 連 結 具 （ 第 ２ 連 結 具 ）
１ ０     支 柱 受 け 連 結 具 （ 第 ３ 連 結 具 ）
Ｌ       収 納 物
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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